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中
種
子
町
郷
土
誌
の
た
め
に
―
田
島
と
阿
高
磯
の
石
碑
を
め
ぐ
っ
て
―

松＊

原
　
武
実

中
種
子
町
の
田た

島し
ま

と
阿あ

高だ
か

磯い
そ

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
明
治
以
降
に
建
て
ら
れ
た
集
落
形
成

に
関
わ
る
出
来
事
が
誌
さ
れ
た
石
碑
が
あ
る
。
田
島
の
も
の
は
完
全
に
摩
耗
し
て
判
読

不
可
能
、
阿
高
磯
の
も
の
は
塩
釜
神
社
社
殿
脇
に
立
ち
、
文
字
は
読
む
こ
と
は
で
き
る
。

ど
ち
ら
も
そ
れ
ほ
ど
古
い
わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
れ
を
尋
ね
て
も
答

え
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
し
、
そ
こ
に
何
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
（
書
か
れ
て
い
た

の
か
）
に
つ
い
て
両
集
落
民
と
も
に
関
心
を
示
さ
な
い
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
石
碑
に
つ

い
て
レ
ポ
ー
ト
し
、
集
落
民
や
種
子
島
の
郷
土
誌
（
郷
土
史
）
研
究
を
志
す
方
々
の
関

心
を
呼
び
起
こ
す
た
め
に
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

田
島
集
落
と
阿
高
磯
集
落
は
現
在
は
大
字
田
島
に
属
す
る
。
両
集
落
は
明
治
初
期
ま

で
油ゆ

久く

村
に
属
し
て
い
た
が
、
地
租
改
正
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
田
島
村
と
し
て
独
立
し
、

中
種
子
村
が
成
立
し
た
時
、
中
種
子
村
大
字
田
島
と
な
っ
た
。
田
島
村
成
立
の
事
情
か

ら
話
を
始
め
る
。

一
　
大
字
田
島
（
旧
田
島
村
）
の
位
置

明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
一
月
、
油
久
村
の
田
島
集
落
と
阿
高
磯
集
落
が
合
同

し
て
油
久
村
か
ら
分
離
独
立
し
、
田
島
村
と
な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
田
島
村
田
島
、
田
島

村
阿
高
磯
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
の
町
村
制
実
施
に

よ
っ
て
中
種
子
村
（
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
よ
り
町
制
）
が
成
立
し
、
田
島
村
は

大
字
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
は
大
字
田
島
の
田
島
（
田
島
集
落
）、
大
字
田
島
の
阿
高
磯

（
阿
高
磯
集
落
）
と
な
っ
た
。
田
島
は
大
字
（
旧
村
）
名
と
集
落
名
の
両
方
で
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い

（
（

（
注

。

田
島
集
落
の
北
西
に
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）、
田
島
集
落
か
ら
分
離
し
て
開
拓

集
落
輪わ

之の

尾お

が
で
き
た
。
田
島
集
落
と
阿
高
磯
集
落
の
中
間
付
近
で
あ
る
。
そ
れ
以
前

に
も
人
家
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
集
落
と
し
て
の
形
成
は
こ
の
時
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
現
在
は
中
種
子
町
大
字
田
島
の
中
に
田
島
・
輪
之
尾
・
阿
高
磯
の
三
集
落

が
あ
る
。

ち
な
み
に
「
わ
の
お
」
は
種
子
島
を
考
え
る
場
合
、
重
要
な
古
語
で
あ
る
。
植
村
雄

太
朗
の
『
種
子
島
方
言
辞
典
』（
二
六
七
頁
）
に
「
何
か
の
条
件
の
結
果
、
周
辺
を
か

こ
ま
れ
た
区
域
か
？
」
と
あ
り
、
方
言
研
究
者
に
よ
っ
て
も
意
味
は
確
定
さ
れ
て
い
な

い
。
漢
字
を
宛
て
る
と
す
れ
ば
輪
縄
か
、
と
す
る
（
植
村
二
〇
〇
一
）。

種
子
島
に
生
ま
れ
た
私
の
子
供
時
代
、「
ワ
ノ
ー
ゼ
リ
」
と
い
う
言
葉
が
生
き
て
い

た
。
土
地
を
少
し
ず
つ
浸
食
し
て
広
げ
る
行
為
で
あ
る
。
我
が
家
の
畑
も
ワ
ノ
ー
ゼ
リ

に
あ
っ
て
、
親
が
憤
慨
し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
今
は
ど
ち
ら
も
原
野
状
態
に

な
っ
て
い
る
。

そ
の
ワ
ノ
ー
が
そ
の
ま
ま
集
落
名
と
な
り
「
輪
之
尾
」
の
字
を
宛
て
「
わ
の
お
」
と

発
音
し
て
い
る
。
輪
之
尾
の
す
ぐ
北
に
西
之
山
集
落
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
油
久
村
美み

座ざ

集
落
の
区
域
で
、
他
県
か
ら
の
入
植
者
に
よ
っ
て
明
治
期
に
は
で
き
て
い
た
地
区
で
あ

る
。集

落
と
い
う
言
葉
は
、
全
国
の
部
落
呼
称
廃
止
の
波
の
中
で
種
子
島
で
は
昭
和
四
十

年
代
後
半
か
ら
使
用
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
三
十
年
代
ま
で
に
生
ま
れ
た
種
子
島
島
民

に
は
い
ま
だ
に
違
和
感
が
あ
り
、
部
落
の
ほ
う
が
親
し
い
。
集
落
は
単
な
る
「
建
物
と

し
て
の
人
家
の
集
ま
り
」
と
い
う
感
じ
だ
が
、
部
落
に
は
人
家
の
集
ま
り
と
と
も
に

「
人
間
関
係
の
ま
と
ま
り
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
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一
）
の
『
西
之
表
市
百
年
史
』
は
部
落
、
同
じ
く
昭
和
四
十
六
年
の
『
中
種
子
町
郷
土

誌
』
も
部
落
を
使
用
し
て
い
る
が
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）
の
『
南
種
子
町
郷

土
誌
』
は
集
落
を
使
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
は
時
代
の
推
移
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て

い
る
。

余
談
だ
が
現
今
の
種
子
島
全
域
で
は
、
部
落
の
内
実
（
か
つ
て
の
共
同
体
的
な
雰
囲

気
を
も
つ
人
間
関
係
）
は
と
う
に
崩
壊
し
、
集
落
だ
け
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
状
態
だ

が
、
そ
の
集
落
も
す
で
に
い
く
つ
か
は
壊
滅
し
つ
つ
あ
る
。
限
界
を
通
り
越
す
と
消
滅

が
待
っ
て
い
る
。

も
う
一
度
位
置
関
係
を
俯
瞰
し
て
ま
と
め
る
と
、
国
道
沿
い
の
南
界
中
学
校
（
平
成

十
六
年
（
二
〇
〇
四
）
閉
校
）
跡
や
浄
光
寺
の
周
辺
が
田
島
集
落
、
そ
の
北
西
の
緩
や

か
な
丘
上
に
輪
之
尾
集
落
、
さ
ら
に
丘
を
越
え
た
西
海
岸
近
く
に
阿
高
磯
集
落
が
位
置

す
る
。
田
島
集
落
の
ほ
ぼ
中
心
は
浄
光
寺
付
近
で
、
そ
こ
か
ら
阿
高
磯
ま
で
、
直
線
距

離
で
四
キ
ロ
ほ
ど
、
曲
折
し
た
道
を
歩
け
ば
一
時
間
以
上
は
か
か
る
。
田
島
集
落
の
北

に
は
大
字
油ゆ

久く

の
美
座
集
落
、
北
西
に
は
美
座
か
ら
分
離
し
た
西
之
山
集
落
、
南
に
は

大
字
坂
井
の
東
目
集
落
と
本ほ

ん

村む
ら

集
落
が
あ
る
。

大
字
田
島
の
三
集
落
の
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
の
戸
数
と
人
口
を
あ
げ
て
お
く
。

『
統
計
な
か
た
ね
』
に
よ
る
。
戸
数
は
世
帯
数
を
意
味
す
る
。

田
島　
　

百
七
戸　

百
八
十
七
人

阿
高
磯　

七
十
戸　

百
二
十
三
人

輪
之
尾　

二
十
七
戸　

四
十
七
人

そ
れ
ぞ
れ
に
自
治
公
民
館
が
あ
り
、
小
学
校
区
は
田
島
と
輪
之
尾
は
南
界
小
学
校

区
、
阿
高
磯
は
岩
岡
小
学
校
区
で
あ
る
。
岩
岡
小
学
校
は
阿
高
磯
の
南
の
屋
久
津
に
あ

り
、
直
線
の
海
岸
を
歩
け
ば
南
界
小
学
校
よ
り
近
い
。

二
　
地
租
改
正
と
田
島
村
の
成
立

油
久
村
の
中
の
田
島
集
落
と
阿
高
磯
集
落
が
、
田
島
村
と
し
て
分
離
す
る
原
因
と

な
っ
た
の
は
地
租
改
正
で
あ
る
。
そ
の
概
要
を
見
て
お
こ
う
。
地
租
改
正
は
い
う
ま
で

も
な
く
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
発
布
さ
れ
た
、
金
納
に
よ
る
土
地
課
税
制
度
導
入

の
こ
と
で
あ
る
。
税
率
や
入
会
地
没
収
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
全
国
で
農
民
騒
動
が
お
き
て

紛
糾
し
た
。
税
率
を
引
き
下
げ
る
な
ど
し
て
沈
静
化
し
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
改
正
作
業
が
終
了
し
た
と
あ
る
。
中
で
も
鹿
児
島
県

は
西
南
の
役
の
た
め
に
も
っ
と
も
遅
れ
た
と
『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』
な
ど
は
書
い
て

い
る
。

土
地
に
税
金
を
課
す
た
め
に
は
土
地
の
場
所
や
広
さ
を
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

の
た
め
に
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
よ
り
戸
籍
制
度
（
壬
申
戸
籍
）
が
導
入
さ
れ
、
同

時
に
土
地
所
有
を
確
定
し
、
そ
れ
を
証
明
す
る
地
券
が
発
行
さ
れ
た
。
地
券
は
土
地
の

所
在
場
所
に
番
号
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
務
作
業
は
藩
政
時
代
の
習
慣
を
引
き

ず
っ
た
ま
ま
の
役
場
が
実
施
し
、
多
く
は
書
類
の
上
の
ア
バ
ウ
ト
な
看
取
り
図
の
上
で

な
さ
れ
た
の
で
、
実
際
の
境
界
を
め
ぐ
っ
て
は
今
で
も
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
る
。
現

在
も
土
地
の
登
記
証
明
と
し
て
使
わ
れ
る
地
番
は
こ
の
時
に
付
け
ら
れ
た
。
大
き
く
見

れ
ば
戸
籍
制
度
・
秩
禄
処
分
・
地
券
発
行
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
地
租
を
金
納
と
す

る
た
め
の
地
租
改
正
事
業
は
そ
れ
ら
の
総
仕
上
げ
で
あ
っ
た
。

前
述
『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』
に
よ
る
と
鹿
児
島
県
の
地
租
改
正
事
業
は
「
明
治
九

年
（
一
八
七
六
）
三
月
よ
り
年
内
の
完
了
を
目
指
し
て
着
手
し
た
が
、
作
業
は
難
航
し
、

西
南
戦
争
の
た
め
に
中
断
、
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
よ
り
再
着
手
」
さ
れ
た
。
公

的
に
は
前
述
の
よ
う
に
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
に
終
了
し
た
と
さ
れ
る
が
、『
西

之
表
市
百
年
史
』（
八
九
頁
）
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
ま
で
か
か
っ
た
と
す
る
。

所
有
権
を
め
ぐ
っ
て
裁
判
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

田
島
村
の
分
村
（
油
久
村
か
ら
の
分
立
）
が
認
め
ら
れ
た
の
は
明
治
十
五
年
（
一
八

八
二
）
十
一
月
で
あ
る
（
こ
の
あ
と
取
り
あ
げ
る
田
嶋
共
有
金
紀
源
碑
に
よ
る
）。
土

地
台
帳
に
は
田
島
村
（
の
ち
の
大
字
田
島
）
に
所
在
の
土
地
は
田
島
集
落
も
阿
高
磯
集

落
も
後
発
の
輪
之
尾
集
落
も
、
通
し
で
「
田
島
何
番
」
の
地
番
が
付
け
ら
れ
た
。
た
と

え
ば
田
島
集
落
の
公
民
館
あ
た
り
は
田
島
三
百
番
代
・
四
百
番
代
、
阿
高
磯
集
落
の
中

心
部
分
は
田
島
四
千
百
番
代
に
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
油
久
村
（
の
ち
の
大
字
油
久
）

に
は
「
油
久
何
番
」
の
地
番
が
付
い
て
い
る
。
つ
ま
り
田
島
村
と
油
久
村
の
地
番
発
行



中種子町郷土誌のために―田島と阿高磯の石碑をめぐって―

三

― 66 ―

作
業
は
明
治
十
五
年
十
一
月
に
分
村
が
認
め
ら
れ
て
か
ら
、
明
治
十
六
年
ま
で
か
か
っ

て
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
の
『
中
種
子
村
郷
土
誌
』
に
は
「
明
治
十
二
年
全
村
ニ

渡
リ
地
租
改
正
ヲ
施
行
セ
ラ
レ
官
民
ノ
区
別
判
明
数
年
ニ
渡
リ
完
了
セ
リ
」
と
あ
り
、

や
は
り
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
か
ら
数
年
か
か
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
の

中
で
気
に
な
る
の
は
「（
年
月
が
か
か
っ
た
の
は
）
官
民
の
区
別
の
判
明
に
…
」
と
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
マ
キ
と
呼
ば
れ
た
広
大
な
山
野
が
入
会
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
が
、
こ
れ
を
簡
単
に
個
人
の
分
割
所
有
に
は
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
農
民
の
が
わ

も
個
人
所
有
が
認
め
ら
れ
る
と
税
金
が
課
せ
ら
れ
る
と
あ
っ
て
積
極
的
に
は
主
張
し
な

か
っ
た
、
と
い
う
の
は
今
で
も
年
配
者
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
の
ち
に
、
自

給
自
足
的
な
古
い
農
業
か
ら
、
農
産
物
を
商
品
と
す
る
近
代
的
な
農
業
経
営
へ
と
移
行

す
る
と
き
に
問
題
と
な
る
。
生
産
を
広
げ
よ
う
に
も
土
地
が
な
い
の
だ
。
し
か
し
こ
の

こ
と
は
今
回
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
。

土
地
の
所
属
が
争
わ
れ
た
の
は
お
も
に
水
田
で
あ
り
、
水
田
の
ほ
と
ん
ど
は
赤
尾
木

（
西
之
表
の
領
主
種
子
島
氏
居
館
周
辺
）
在
住
の
種
子
島
家
家
臣
（
士
族
）
に
給
地
と

し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
。
官
民
の
区
別
で
は
な
く
、
赤
尾
木
在
住
の
士
族
と
現
地
農
民

と
の
争
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
言
及
が
前
述
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）

の
『
中
種
子
村
郷
土
誌
』
の
記
述
か
ら
は
抜
け
て
い
る
。
問
題
が
な
ま
な
ま
し
く
、
紛

争
に
関
わ
っ
た
当
事
者
が
現
地
に
生
活
し
て
い
た
た
め
に
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
が

た
め
ら
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

原
口
虎
雄
の
『
鹿
児
島
県
の
歴
史
』（
二
三
三
頁
）
に
よ
る
と
明
治
政
府
の
方
針
は
、

名
目
上
の
所
有
土
地
（
旧
士
族
の
給
地
）
は
実
際
に
耕
作
し
て
い
る
農
民
の
所
有
と
す

る
も
の
で
、
こ
の
原
則
に
従
っ
て
「
県
下
一
円
の
士
族
が
門
高
の
士
族
帰
属
を
主
張
し

て
運
動
し
た
が
一
蹴
さ
れ
た
」（
原
口
一
九
七
三
）。
こ
れ
が
不
満
と
な
っ
て
西
南
戦
争

勃
発
の
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
結
局
は
耕
作
地
は
農
民
の
所
有
と
な
り
、

政
府
の
方
針
は
貫
か
れ
た
。
種
子
島
で
も
当
然
、
同
じ
措
置
が
執
ら
れ
る
と
農
民
は

思
っ
た
。
結
局
は
逆
の
結
果
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
間
、
旧
士
族
と
農
民
の
間
に
激
し

い
対
立
が
生
ま
れ
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
種
子
島
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
っ
て
耕
作
地
（
主
に
水
田
）
は
西

之
表
城
下
の
種
子
島
家
家
臣
（
士
族
）
に
分
配
さ
れ
て
い
た
。
農
民
は
自
作
地
の
ほ
か

に
士
族
名
義
の
小
作
地
（
主
に
水
田
）
を
耕
作
し
、
貢
納
を
義
務
と
し
て
い
た
。
多
く

は
な
い
が
自
作
地
を
持
た
な
い
零
細
農
民
も
い
た
。
赤
尾
木
城
下
に
在
住
し
て
自
ら
は

耕
作
せ
ず
、
名
目
上
の
土
地
か
ら
の
貢
納
を
あ
て
に
し
て
い
る
旧
士
族
に
と
っ
て
は
財

源
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
県
本
土
と
同
じ
問
題
が
種
子
島
で
も
起
き
た
。

特
に
小
作
農
が
多
か
っ
た
中
ノ
郡
（
中
種
子
）
と
下
ノ
郡
（
南
種
子
）
で
は
農
民
の

主
張
が
運
動
と
な
っ
て
昂
揚
し
、
訴
訟
が
お
こ
さ
れ
た
。
西
之
表
の
城
下
に
居
住
し
て

俸
禄
と
給
地
（
土
地
）
を
所
有
す
る
士
族
以
外
に
、
全
島
各
地
の
集
落
に
住
み
、
土
地

を
所
有
し
、
自
ら
も
農
民
と
同
じ
よ
う
に
耕
作
し
、
一
部
を
農
民
に
小
作
さ
せ
る
士
族

も
相
当
数
い
た
。
そ
う
い
う
士
族
（
百
姓
士
族
）
の
多
い
部
落
は
士
族
部
落
と
呼
ば
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
集
落
に
定
住
す
る
士
族
（
百
姓
士
族
）
は
す
で
に
何
世
代
も
経
て

お
り
、
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
小
作
農
を
束
ね
、
農
民
の
状
況
も
知
っ
て
い
る
。
彼

ら
百
姓
士
族
の
中
に
は
縁
戚
関
係
や
義
理
か
ら
西
之
表
の
赤
尾
木
士
族
と
同
調
す
る
者

も
い
れ
ば
、
農
民
の
主
張
に
同
調
す
る
者
も
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
農
民
対
旧
士

族
の
対
立
を
複
雑
な
も
の
に
し
た
。

か
く
し
て
中
種
子
・
南
種
子
の
農
民
は
訴
訟
を
起
こ
し
、
敗
訴
し
た
。
長
崎
控
訴
裁

判
所
の
判
決
は
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
十
二
月
十
三
日
と
、
同
月
二
十
六
日
に

下
っ
て
い
る
（『
西
之
表
市
百
年
史
』
九
四
頁
）。
し
か
し
判
決
を
待
た
ず
し
て
田
島
村

は
同
年
十
一
月
に
油
久
村
よ
り
分
村
し
た
。
こ
う
し
た
争
い
は
分
村
に
ま
で
至
ら
ず
と

も
全
島
的
に
起
こ
り
、
農
民
は
地
所
論
と
呼
び
、
数
え
歌
に
読
み
込
ん
で
い
さ
さ
か
の

ウ
サ
を
は
ら
し
た
。
図
1
は
南
種
子
町
平
山
西に

し
の
ち
ょ
う

之
町
に
残
る
地
籍
を
確
定
す
る
た
め
に

使
わ
れ
た
検
地
竿
の
写
真
で
あ
る
。

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
町
村
制
実
施
に
よ
っ
て
油
久
村
・
田
島
村
を
含
む

七
ヶ
村
は
中
種
子
村
と
な
り
、
同
時
に
北
種
子
村
と
南
種
子
村
も
成
立
し
た
。
北
種
子

村
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
西
之
表
町
と
な
り
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

よ
り
市
制
、
中
種
子
村
は
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
中
種
子
町
、
南
種
子
村
は
昭

和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
南
種
子
町
に
な
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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三
　
地
租
改
正
の
研
究
状
況

長
崎
控
訴
裁
判
所
は
、
な
ぜ
政
府
方
針
と
異
な
る
農
民
敗
訴
の
決
定
を
し
た
の
だ
ろ

う
か
。
田
島
村
分
村
は
判
決
が
出
る
直
前
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
何
が
あ
っ
た
の
か
。

紛
争
の
経
緯
、
紛
争
の
も
た
ら
し
た
意
義
、
裁
判
の
結
果
は
種
子
島
の
近
代
史
を
考

え
る
上
で
重
要
だ
が
、
研
究
は
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な
い
。
研
究
の
端
緒
は
左
記
に
述

べ
る
よ
う
に
下
野
敏
見
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
後
続
が
な
い
。
資
料
散
逸
の

た
め
に
追
究
に
は
限
界
が
あ
り
、
そ
の
事
情
は
今
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
が
主
た
る
原

因
で
も
あ
る
が
、
取
り
あ
げ
る
研
究
者
が
い
な
い
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
。

レ
ポ
ー
ト
類
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
さ
さ
い
な
言
及
や
地
元
民
か
ら
の
聞
き
取
り
が
案

外
重
要
で
あ
る
。
今
後
の
追
究
の
い
さ
さ
か
の
助
け
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

①
『
熊
毛
地
誌
』
第
一
巻
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
熊
毛
教
育
会
。
中
種
子
町
増

田
で
歌
わ
れ
て
い
た
「
地
所
論
数
え
歌
」
を
収
録
。
内
容
に
関
す
る
説
明
は
な
く
、

歌
詞
を
掲
げ
る
だ
け
で
あ
る
。

②
江
口
清
厚
「
地
所
論
に
関
す
る
資
料
」『
ち
く
ら
』
四
号
、
昭
和
二
十
七
年
（
一

九
五
二
）
十
月
。
①
が
再
掲
さ
れ
て
い
る
。
①
を
見
る
機
会
の
な
い
場
合
は
こ
れ

に
よ
っ
て
参
照
で
き
る
。
江
口
の
コ
メ
ン
ト
あ
り
。

③
「
地
租
改
正
当
時
の
数
え
歌
」『
ち
く
ら
』
六
号
、
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）

五
月
。
南
種
子
町
下し

も

中な
か

の
伝
承
者
か
ら
の
聞
き
取
り
。

④
下
野
敏
見
「
百
姓
ド
ン
チ
騒
動
記
」『
源
三
郎
』
十
三
号
、
昭
和
四
十
一
年
（
一

九
六
六
）。『
源
三
郎
』
は
南
種
子
町
の
文
学
同
人
誌
で
現
在
も
発
行
さ
れ
て
い
る
。

①
と
同
じ
歌
詞
も
掲
載
。
の
ち
『
種
子
島
の
民
俗
Ⅰ
』（
昭
和
五
十
七
年
（
一
九

八
二
）、
法
政
大
学
出
版
局
）
に
も
収
録
。

⑤
下
野
敏
見
「
地
所
論
史
料
」『
南
島
民
俗
』
二
号
、
昭
和
四
十
三
年
（
一
九
六
八
）。

裁
判
資
料
な
ど
を
含
む
。

⑥
下
野
敏
見
「
現げ

ん

和な

の
土
地
争
議
に
つ
い
て
」（
同
右
）。
現
和
の
百
姓
総
代
だ
っ
た

人
物
か
ら
の
聞
き
取
り
。

⑦
『
西
之
表
市
百
年
史
』
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）。
八
頁
に
わ
た
っ
て
訴
状

や
答
申
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

⑧
『
中
種
子
町
郷
土
誌
』
昭
和
四
十
六
年
（
一
九
七
一
）。
十
七
頁
に
わ
た
っ
て
関

連
す
る
マ
キ
資
料
の
紹
介
な
ど
が
あ
る
。

⑨
『
茎
永
郷
土
誌
』
昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）。
少
し
だ
け
論
争
を
紹
介
。

⑩
『
南
種
子
町
郷
土
誌
』
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
）。
若
干
の
記
載
あ
り
。

以
上
十
点
が
現
在
の
管
見
に
よ
る
資
料
で
あ
る
。
戦
後
の
地
所
論
に
関
す
る
最
初
の

図1　南種子町平山西之町（ニシノチョウ）の中畠伝さんの家に残る検地竿。
2013年1月20日撮影。長い方は4ｍ以上ある。地租改正の時、田地の面積を測るために使ったという。
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言
及
は
、
私
の
知
る
と
こ
ろ
昭
和
二
十
七
年
、
郷
土
史
家
の
江
口
清
厚
（
当
時
西
之
表

市
安
城
在
住
）
に
よ
る
②
で
あ
る
。
昭
和
十
年
の
『
熊
毛
地
誌
』
巻
一
に
掲
載
の
①
「
地

所
論
数
え
歌
」
を
再
録
し
、
地
租
改
正
の
少
々
の
伝
承
を
掲
載
し
て
い
る
。『
ち
く
ら
』

は
種
子
島
の
郷
土
研
究
誌
と
し
て
第
一
号
が
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
四
月
に
発

行
さ
れ
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
九
月
の
十
二
号
ま
で
続
い
た
。『
ち
く
ら
』

六
号
（
昭
和
二
十
八
年
（
一
九
五
三
）
五
月
）
に
は
、
南
種
子
の
下し

も

中な
か

か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
地
租
改
正
当
時
の
数
え
歌
」（
①
②
④
と
は
別
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

『
ち
く
ら
』
六
号
の
あ
と
十
年
以
上
も
た
っ
て
か
ら
、
下
野
敏
見
の
報
告
が
出
る
。

④
⑤
に
は
重
要
資
料
も
収
録
さ
れ
て
お
り
、
⑥
は
当
時
を
知
る
人
物
（
西
之
表
市
現
和
）

か
ら
の
聞
き
取
り
で
あ
る
。

西
之
表
市
か
ら
は
ま
だ
本
格
的
郷
土
誌
は
刊
行
さ
れ
て
お
ら
ず
、
⑦
は
近
代
に
限
っ

た
予
備
的
郷
土
誌
で
、
地
租
改
正
は
不
十
分
な
が
ら
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
在
、

郷
土
誌
編
纂
事
業
が
進
行
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
件
に
関
す
る
新
し
い
研
究
成
果
に
よ

る
考
察
を
期
待
し
た
い
。

中
種
子
町
の
⑧
に
は
諸
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
分
析
は
十
分
で
は
な
い
。
中

種
子
町
で
は
現
在
新
し
い
郷
土
誌
編
纂
事
業
が
進
行
中
で
あ
る
。

南
種
子
町
の
茎
永
地
区
は
藩
政
時
代
か
ら
島
内
随
一
の
水
田
地
帯
で
あ
り
、
西
之
表

士
族
所
有
の
土
地
が
多
か
っ
た
。
地
所
論
も
大
い
に
盛
り
あ
が
り
、
裁
判
闘
争
の
原
告

に
も
な
っ
て
い
る
。
当
然
な
が
ら
地
租
改
正
を
避
け
て
郷
土
誌
や
郷
土
史
を
語
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
⑨
は
大
字
茎
永
の
茎
永
公
民
館
に
よ
る
刊
行
で
、
地
所
論
や
実
際
の
測

量
の
仕
方
に
つ
い
て
簡
単
な
記
述
が
あ
る
。
⑩
は
南
種
子
町
刊
行
だ
が
、
地
租
改
正
に

つ
い
て
は
二
分
の
一
頁
ほ
ど
が
さ
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
十
分
と
は
い
え
な
い
。

四
　
田
島
共
有
金
紀
源
碑

国
道
五
十
八
号
線
を
南
下
し
て
野
間
の
市
街
地
を
過
ぎ
、
大
字
油
久
の
美
座
集
落
を

抜
け
る
と
左
手
に
南
界
中
学
校
跡
（
平
成
十
六
年
三
月
閉
校
）
が
あ
る
。
そ
の
少
し
手

前
を
右
折
（
西
方
向
）
し
て
す
ぐ
、
小
川
に
架
か
る
小
さ
な
橋
が
あ
る
。
右
脇
に
昔
の

小
さ
な
架
橋
の
記
念
碑
が
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
正
対
し
て
左
斜
め
方
向
を
見
る
と
、

民
家
の
手
前
に
黒
っ
ぽ
い
石
碑
が
建
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
（
図
2
）。
右
手
に
水
田

を
見
な
が
ら
歩
い
て
す
ぐ
の
距
離
で
あ
る
。
碑
文
は
消
え
て
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。

幸
い
に
も
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
刊
行
の
『
種
子
島
碑
文
集
』
第
一
集
に
、
鮫

島
宗
美
に
よ
る
翻
刻
（
全
部
漢
字
）
と
読
み
下
し
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
鮫
島
に
よ

る
と
、
鮫
島
本
人
が
直
接
石
碑
を
読
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
当
時
「
田
島
在
住
徳
永
安

図2　田島共有金紀源碑（2022年3月13日撮影）
耕作地の向こう側の茂みの手前にあったものをここへ移設。
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志
所
蔵
の
碑
文
原
稿
が
板
書
さ
れ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
」
と
あ
る
。
す
で
に
読
め
な
く

な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
石
碑
の
脇
に
碑
文
（
す
べ
て
漢
字
）
を
書
い
た
看
板
が
立
て
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
読
み
下
し
て
翻
刻
し
た
と
い
う
。

場
所
は
今
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
現
石
碑
か
ら
水
田
を
挟
ん
だ
向
こ
う
側
、
先

ほ
ど
の
架
橋
記
念
碑
の
あ
る
小
川
を
少
し
遡
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
い
う
。
い
つ
頃

現
在
地
に
移
動
し
た
か
現
地
の
方
に
聞
い
て
も
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
の
辺
り
の
水

田
の
整
備
事
業
の
際
に
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
。

碑
文
に
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
の
日
付
が
あ
る
の
で
、
こ
の
時
に
建
て
ら
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
鮫
島
宗
美
に
よ
る
読
み
下
し
翻
刻
は
、
全
文
が
下
野
敏
見
の

前
掲
④
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
途
中
ま
で
は
『
中
種
子
町
郷
土
誌
』（
三
七
三
頁
）
と

『
南
界
郷
土
誌
』（
三
〇
頁
）
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
て
も
考
察
は
な
さ

れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
再
度
掲
載
し
て
、
内
容
に
立
ち
入
っ
て
考
え
て
み
た
い
。
読
み

に
く
い
漢
字
に
は
読
み
を
付
し
、
明
ら
か
な
脱
字
は
こ
れ
を
補
い
、
句
読
点
は
わ
か
り

や
す
く
改
め
、
意
味
の
段
落
に
従
っ
て
五
つ
に
分
け
た
。

（
Ａ
）
田
島
は
我
が
熊
毛
郡
中
種
子
村
の
一
小
部
落
た
り
。
こ
れ
よ
り
先
、
油
久
村
に

隷
す
。
戸
数
八
十
余
、
人
口
三
百
余
に
す
ぎ
ず
。
そ
の
俗
、
豪
強
す
こ
ぶ
る
侠
気
を
帯

ぶ
。

（
Ｂ
）
明
治
十
二
年
、
地
租
改
正
の
命
下
る
や
、
地
主
の
争
ひ
起
る
。
所
在
の
平
民
、

往
々
黠か

っ

者し
ゃ

扇
動
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
士
族
の
禄
地
を
詐
称
し
て
平
民
の
も
と
よ
り
有

す
る
と
こ
ろ
と
な
し
、
以
て
兼け

ん

併ぺ
い

を
謀
り
、
こ
れ
を
官
に
訴
ふ
。
訟
理
決
せ
ざ
る
こ
と

ほ
と
ん
ど
三
年
、
士
民
互
に
当
援
を
な
し
、
視
る
こ
と
仇
讐
の
如
く
、
闔こ

う

郷き
ょ
う

騒
然
た

り
。

（
Ｃ
）
田
島
人
、
初
め
民
党
た
り
。
す
で
に
し
て
其
の
非
を
悟
り
、
翻ほ

ん

然ぜ
ん

と
し
て
図と

を

改
め
、
局
外
に
中
立
す
。
油
久
と
と
も
に
学
ぶ
を
欲
せ
ず
。
つ
ひ
に
み
づ
か
ら
小
学
校

を
そ
の
区
内
に
創
立
す
。
し
か
し
て
角つ

の

立だ
ち

勢
ま
す
ま
す
甚
だ
し
。
油
久
人
、
衆
を
以
て

之
を
お
び
や
か
す
も
動
ぜ
ず
。
つ
ひ
に
官
に
請
ひ
て
其
の
所
管
を
脱
し
、
別
に
一
村
を

お
く
。
実
に
明
治
十
五
年
十
一
月
な
り
。

（
Ｄ
）
十
七
年
、
父
老
、
油
久
村
と
協
議
し
、
当
時
の
共
有
田
の
田
島
区
内
に
在
る
も

の
二
町
一
反
を
さ
い
て
以
て
田
島
の
有
と
な
す
。
し
か
し
て
年
々
収
穫
を
積
ん
で
不ふ

虞ぐ

に
備
ふ
。
二
十
一
年
、
更
に
議
し
て
之
を
売
り
、
価
金
三
百
九
十
余
円
を
得
た
り
。
す

な
は
ち
之
を
郷
人
に
附
貸
し
、
収
む
る
に
薄
息
を
以
て
す
。
三
十
三
年
十
二
月
に
至
り
、

積
み
て
二
千
五
百
三
十
円
に
至
る
。

（
Ｅ
）
こ
れ
を
部
落
に
視
る
に
、
い
ま
だ
か
つ
て
か
く
の
如
く
に
は
豊
か
つ
富
ま
ざ
る

な
り
。
し
か
し
て
戸
口
も
ま
た
大
い
に
滋
息
す
。
あ
あ
、
田
島
人
の
義
を
執
り
、
廉
を

守
り
、
以
て
後
世
子
孫
の
計
を
な
す
こ
と
何
ぞ
そ
れ
厚
き
や
。
そ
も
そ
も
ま
た
当
時
の

父
老
た
ゆ
ま
ず
屈
せ
ず
、
以
て
独
立
を
図
る
の
致
す
と
こ
ろ
に
由
る
に
あ
ら
ず
や
。
然

れ
ば
則
ち
そ
の
功
徳
を
記
し
て
之
を
不
朽
に
伝
へ
、
後
人
を
し
て
其
の
積
む
所
以
を
思

ひ
、
而
し
て
其
の
散
す
る
所
以
を
失
は
ず
、
勧
農
奨
学
、
患
難
相
救
ひ
、
以
て
先
人
の

郷
党
を
愛
護
す
る
所
以
の
意
に
そ
む
か
ざ
ら
し
む
る
も
の
は
、
も
と
よ
り
子
弟
の
分
な

り
。
思
わ
ざ
る
べ
け
ん
や
。
こ
と
し
十
二
月
、
郷
人
相
は
か
り
、
石
を
建
て
て
以
て
其

の
由
を
勧
せ
ん
と
欲
し
、
来
た
り
て
予
に
文
を
請
ふ
。
予
、
郷
人
と
旧
あ
り
。
故
に
あ

へ
て
辞
せ
ず
。
い
さ
さ
か
梗
概
を
録
す
と
云
ふ
。

　

明
治
三
十
三
年
十
二
月

�

前
田
譲
蔵
謹
撰

碑
文
の
書
か
れ
た
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
は
分
村
か
ら
十
八
年
経
過
し
て
い

る
と
は
い
え
、
所
有
権
騒
動
の
記
憶
は
薄
れ
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。
関
係
者
も
多
く

残
っ
て
い
よ
う
。
何
の
た
め
に
建
て
た
の
だ
ろ
う
か
。

全
体
を
五
つ
に
分
け
た
が
、
前
半
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
騒
動
の
い
き
さ
つ
か
ら
分
村
ま
で
、
後

半
Ｄ
Ｅ
は
共
有
財
産
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
精
読
し
て
少
し
驚
く
の
は
前
半

の
要
点
が
「
争
い
の
原
因
は
扇
動
者
が
い
た
こ
と
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
こ
の
点

の
検
討
か
ら
始
め
る
。

黠か
っ

者し
ゃ

は
今
で
は
ま
っ
た
く
使
わ
な
い
言
葉
だ
が
、
悪
賢
い
人
と
い
う
意
味
、
兼け

ん

併ぺ
い

と

は
勢
い
に
ま
か
せ
て
土
地
を
自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
、
闔こ

う

郷き
ょ
うは

村
全
域
の
こ
と
で
田

島
村
分
村
以
前
の
油
久
村
を
さ
す
。
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Ａ
Ｂ
を
ま
と
め
る
と
「
旧
士
族
の
土
地
は
平
民
（
農
民
）
の
土
地
で
あ
る
」
と
ず
る

賢
い
人
が
ウ
ソ
を
つ
き
、
住
民
を
扇
動
し
、
土
地
を
占
有
し
よ
う
と
裁
判
に
訴
え
た
。

も
と
も
と
義
理
人
情
に
厚
い
田
島
人
は
こ
れ
に
乗
せ
ら
れ
た
。
判
決
が
出
る
ま
で
の
三

年
間
、
油
久
村
全
体
に
わ
た
っ
て
旧
士
族
と
平
民
の
対
立
が
激
化
、
お
互
い
に
敵
視
し

あ
い
、
一
触
即
発
の
状
態
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
Ｃ
に
て
、
田
島
人
は
所
有
権
主
張
運

動
か
ら
離
れ
た
と
す
る
。
そ
し
て
小
学
校
を
田
島
集
落
内
に
設
置
し
、
油
久
人
か
ら
ま

す
ま
す
敵
視
さ
れ
た
が
動
じ
る
こ
と
な
く
、
つ
い
に
分
村
す
る
に
至
っ
た
。

土
地
（
主
に
水
田
）
の
所
有
権
は
、
江
戸
時
代
以
来
長
年
耕
作
に
従
事
し
て
き
た
平

民
（
農
民
）
で
は
な
く
、
士
族
に
あ
る
と
は
っ
き
り
言
っ
て
い
る
。
裁
判
に
勝
っ
た
か

ら
云
え
る
こ
と
だ
が
、
士
族
側
の
主
張
が
正
統
で
あ
っ
た
と
代
弁
し
て
い
る
。
石
碑
を

建
て
た
の
は
士
族
側
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
し
か
し
決
着
は
十
八
年
前
に
つ
い

て
い
る
。「
今
さ
ら
な
ぜ
確
認
す
る
の
？
」
と
い
う
感
じ
が
否
め
な
い
。
所
有
権
を
主

張
し
た
平
民
は
田
島
に
も
い
た
は
ず
で
、
そ
の
人
々
は
裁
判
の
決
着
に
不
満
を
持
っ
て

い
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
。
彼
ら
は
こ
れ
を
見
て
ど
う
思
っ
た
だ
ろ
う
か
。
感
情
を
逆

な
で
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

核
心
は
黠
者
が
い
て
扇
動
さ
れ
た
と
す
る
点
に
あ
ろ
う
。
悪
い
の
は
田
島
人
で
は
な

く
、
扇
動
者
で
あ
る
、
田
島
人
は
た
だ
乗
せ
ら
れ
た
だ
け
で
あ
る
と
し
て
対
立
の
し
こ

り
を
融
和
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
田
島
が
「
翻
然
と
し
て
図
を

改
め
」
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
。「
図
を
改
め
た
」
と
は
裁
判
闘
争
か
ら
離
脱
し
た

こ
と
を
指
す
と
見
て
よ
い
。
お
そ
ら
く
訴
訟
費
用
の
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

田
島
在
住
の
旧
士
族
側
か
ら
の
離
脱
の
勧
め
も
あ
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
離
脱
に
よ
っ
て

訴
人
側
（
所
有
を
主
張
す
る
平
民
側
）
か
ら
の
嫌
が
ら
せ
が
あ
っ
た
。

『
中
種
子
町
郷
土
誌
』（
八
四
九
頁
）
に
よ
る
と
、
油
久
尋
常
小
学
校
は
油
久
村
全
域

を
校
区
と
し
て
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
で
き
て
い
る
（
前
身
は
明
治
四
年
に
設

置
）。
同
じ
『
中
種
子
町
郷
土
誌
』（
八
四
二
頁
）
に
よ
る
と
、
明
治
十
五
年
（
一
八
八

二
）
二
月
に
田
島
集
落
内
に
田
島
簡
易
科
小
学
校
が
作
ら
れ
（
そ
の
場
所
は
未
確
認
）、

田
島
集
落
と
阿
高
磯
集
落
を
校
区
と
し
た
。
そ
し
て
こ
の
年
の
十
一
月
に
田
島
村
が
分

村
し
た
。
簡
易
小
学
校
設
立
が
分
村
よ
り
先
ん
じ
、
分
村
は
判
決
に
先
ん
じ
て
い
る
。

『
南
界
郷
土
誌
』（
六
四
頁
）
に
よ
る
と
田
島
簡
易
小
学
校
は
そ
の
後
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
に
は
、
近
く
の
坂
井
の
南
界
尋
常
小
学
校
に
合
併
す
る
が
十
一
年
間
は

続
い
た
の
で
あ
る
。

田
島
集
落
か
ら
油
久
尋
常
小
学
校
ま
で
一
キ
ロ
ほ
ど
だ
が
、
阿
高
磯
集
落
か
ら
は
五

キ
ロ
も
あ
る
。
阿
高
磯
住
民
か
ら
、
少
し
で
も
近
い
田
島
集
落
内
に
設
置
す
べ
し
と
の

要
望
が
強
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
阿
高
磯
集
落
と
田
島
集
落
の
間
は
四
キ
ロ
ほ
ど
。

子
ど
も
の
足
で
は
一
キ
ロ
の
短
縮
は
あ
り
が
た
か
ろ
う
。
田
島
簡
易
小
学
校
（
場
所
は

未
確
認
だ
が
）
か
ら
南
界
尋
常
小
学
校
は
近
か
っ
た
は
ず
な
の
で
、
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
の
後
者
へ
の
合
併
は
抵
抗
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

阿
高
磯
に
つ
い
て
は
次
節
で
取
り
あ
げ
る
が
、
こ
こ
に
は
土
地
所
有
権
問
題
の
当
事

者
た
る
農
民
は
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
塩
屋
と
し
て
成
立
し
た
集
落
で

あ
る
。
田
ん
ぼ
は
な
か
っ
た
。
現
在
集
落
の
北
側
低
地
に
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
る
が
、

地
元
民
の
話
に
よ
る
と
そ
の
後
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。

小
学
校
の
経
費
に
つ
い
て
前
述
『
南
界
郷
土
誌
』（
三
三
頁
）
に
「
明
治
十
九
年
（
一

八
八
六
）
以
前
は
教
育
費
は
各
村
の
負
担
な
り
き
」
と
あ
る
。
簡
易
小
学
校
を
作
っ
た

以
上
、
校
区
（
田
島
集
落
と
阿
高
磯
集
落
）
は
こ
れ
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

裁
判
闘
争
か
ら
降
り
る
こ
と
で
、
そ
の
分
の
経
費
を
小
学
校
設
置
と
運
営
に
ま
わ
せ
ば

い
い
と
の
考
え
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
分
村
し
た
ほ
う
が
諍
い
を
避
け
る
こ
と
に
も
な
る

と
い
う
意
識
は
住
民
の
間
に
の
ぼ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
田
島
居
住
の
旧
士
族
の
中
に
そ

れ
を
勧
め
る
人
も
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
れ
に
し
て
も
油
久
村
の
平
民
に
よ
る
土
地
所
有
権
主
張
運
動
、
裁
判
、
田
島
集
落

の
そ
れ
と
の
決
別
、
小
学
校
の
設
置
、
そ
し
て
分
村
、
と
い
う
一
連
の
経
緯
は
農
民
た

ち
が
お
上
に
平
身
低
頭
す
る
だ
け
の
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
、
か
な
り
の
自
治
意
識

（
自
治
能
力
）
が
あ
っ
た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

分
村
の
あ
と
の
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）、
田
島
集
落
に
あ
っ
た
油
久
村
有
の
田
地

二
町
一
反
を
田
島
集
落
有
地
と
し
て
油
久
村
か
ら
わ
け
て
も
ら
っ
て
い
る
。
交
渉
に
は
父

老
（
長
老
）
が
あ
た
っ
た
。
し
ば
ら
く
は
こ
れ
を
田
島
集
落
で
耕
作
し
て
貯
金
し
、
明

治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
売
却
、そ
の
売
却
金
を
資
金
と
し
て
薄
利
で
貸
し
付
け
、
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集
落
の
蓄
財
と
し
た
。
売
却
相
手
は
田
島
集
落
民
で
、
集
落
民
は
田
島
村
か
ら
低
利
で

借
金
し
て
買
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
に
は
二
千
五

百
三
十
円
に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
現
在
の
金
額
に
し
て
五
千
万
～
六
千
万
程
度
に
な

ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
離
島
の
田
舎
と
し
て
は
相
当
の
蓄
財
と
い
え
よ
う
。

石
碑
文
の
後
半
は
こ
の
こ
と
を
し
き
り
に
賞
揚
す
る
。
田
舎
と
し
て
は
類
の
な
い
行

動
で
あ
る
と
。
裁
判
闘
争
か
ら
早
々
に
離
脱
し
、
小
学
校
を
建
て
、
集
落
有
田
地
を
運

用
し
て
蓄
財
し
、
集
落
民
に
も
集
落
に
も
利
を
も
た
ら
し
た
。
先
輩
田
島
人
の
勤
勉
と

子
孫
に
備
え
て
の
愛
郷
精
神
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、
末
永
く
そ
の
功
績
を
伝
え
る
た
め

に
こ
の
石
碑
を
建
て
る
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
し
か
し
、
わ
ざ
わ
ざ
石
碑
を
建
て
る
ほ

ど
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
末
永
く
伝
え
る
と
い
い
な
が
ら
、
昭
和
四
十
年
（
一
九
六

五
）
に
前
述
鮫
島
が
翻
刻
し
よ
う
と
し
た
時
点
で
す
で
に
読
め
な
く
な
っ
て
い
る
。
結

論
を
い
え
ば
、
恩
讐
を
越
え
て
田
島
集
落
民
の
融
和
を
図
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。
や
は
り
集
落
民
の
間
に
不
満
が
残
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
裁
判

闘
争
か
ら
の
離
脱
を
勧
め
た
地
元
居
住
士
族
の
、
せ
め
て
も
の
正
当
化
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

碑
文
の
草
稿
者
は
種
子
島
聖
人
と
い
わ
れ
た
前
田
譲
蔵
（
号
は
豊
山
）
で
あ
る
。
最

後
に
「
縁
あ
っ
て
碑
文
を
頼
ま
れ
た
の
で
、
草
稿
し
た
」
と
結
ん
で
い
る
。『
種
子
島

郷
土
誌
』（
五
五
頁
）
や
『
熊
毛
文
学
』
十
八
号
（
六
頁
）
な
ど
に
よ
る
と
、
天
保
二

年
（
一
八
三
一
）
に
種
子
島
家
の
儒
学
者
の
子
と
し
て
西
之
表
の
赤
尾
木
城
下
に
生
ま

れ
た
。
薩
摩
藩
の
儒
学
者
宮
内
維
清
な
ど
に
学
び
、
帰
郷
し
て
子
弟
の
教
育
に
当
た
る
。

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
種
子
島
の
教
育
に
尽
力
し
、
種
子
島
聖
人
と
呼
ば
れ
た
と
い

う
。
号
名
の
豊ほ

う

山ざ
ん

は
生
ま
れ
た
場
所
が
「
て
ん
に
ゃ
ま
（
豊
山
と
表
記
）」
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
と
っ
た
と
い
う
。
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に
学
制
が
発
布
さ
れ
、
種

子
島
で
も
小
学
校
が
次
々
に
設
立
さ
れ
る
近
代
学
校
教
育
の
黎
明
期
に
あ
っ
て
活
躍
し

た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
没
し
て
い
る
。
聖
人
と
ま
で
言
わ
れ
る
の
は
、
温
厚

な
人
柄
と
見
識
の
深
さ
か
ら
と
あ
る
が
、
西
南
戦
争
の
時
に
西
之
表
城
下
で
も
私
学
校

運
動
が
吹
き
荒
れ
た
。
そ
の
渦
中
に
て
、
暴
力
を
よ
し
と
せ
ず
粛
然
と
し
て
教
育
活
動

を
続
け
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う
。

前
掲
碑
文
に
は
「
郷
人
相
は
か
り
て
」
文
章
を
頼
み
に
来
た
の
で
引
き
受
け
た
と
あ

る
。
田
島
集
落
が
集
落
の
決
議
と
し
て
依
頼
し
た
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
依

頼
者
か
ら
趣
旨
と
内
容
を
聞
い
て
草
稿
し
た
は
ず
だ
が
、
漢
文
表
現
は
名
文
で
は
あ
っ

て
も
、
地
元
民
の
誰
が
理
解
し
た
の
か
。
し
か
も
昭
和
四
十
年
以
前
に
判
読
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
文
字
数
が
多
か
っ
た
た
め
に
経
費
が
か
さ
み
、
浅
く
彫
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
あ
る
い
は
墨
書
だ
っ
た
か
。

五
　
阿
高
磯
の
共
有
地
分
配
碑

南
北
に
長
い
種
子
島
の
中
央
部
か
ら
少
し
南
に
寄
っ
た
西
海
岸
の
、
阿
高
磯
川
と
苦く

浜ば
ま

川
と
の
間
に
位
置
す
る
の
が
阿
高
磯
集
落
で
あ
る
。
田
島
集
落
の
北
西
約
四
キ
ロ
に

当
た
る
。

阿
高
磯
川
の
す
ぐ
南
、
海
岸
か
ら
二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
寄
っ
た
、
海
抜
四

十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
台
地
上
に
人
家
が
集
ま
っ
て
い
る
。
北
は
南
東
か
ら
北
西
へ
流

れ
る
「
東
の
川
」（
海
岸
手
前
で
阿
高
磯
川
に
注
ぐ
）、
南
は
太た

市い
ち

川
と
い
う
溝
の
よ
う

な
谷
川
、
東
は
県
道
野
間
島
間
港
線
に
囲
ま
れ
た
部
分
だ
が
、
現
在
は
周
辺
に
も
い
く

つ
か
の
人
家
が
散
在
し
て
い
る
。
西
端
に
浄
光
寺
定
田
坊
・
塩
釜
神
社
（
阿
高
磯
神
社
）

が
あ
り
そ
の
前
が
広
場
、
脇
に
公
民
館
が
あ
る
。
こ
の
付
近
を
タ
ー
ラ
の
園
、
東
半
分

を
ノ
ビ
ョ
ウ
の
園
、
北
側
の
谷
（
東
の
川
）
向
こ
う
を
ム
カ
エ
と
い
う
。
集
落
の
東
お

よ
び
南
東
方
向
の
丘
陵
上
に
は
広
大
な
耕
地
（
畑
地
）
が
拡
が
っ
て
い
る
。
番
地
は
田

島
四
千
百
番
代
が
当
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
田
島
村
が
分
離
独
立
し
た
あ
と
に
付
せ
ら

れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
十
月
一
日
現
在
、
世
帯
数
七

十
、
人
口
百
二
十
三
で
あ
る
。

集
落
西
端
の
公
民
館
前
の
広
場
を
、
西
側
の
小
丘
か
ら
見
下
ろ
す
形
で
南
か
ら
定

じ
ょ
う

田で
ん

坊
（
法
華
宗
）、
塩
釜
神
社
、
屋
敷
神
小
祠
（
三
家
の
地
神
を
合
祀
し
た
も
の
、
神
体

は
石
）
が
並
び
、
定
田
坊
境
内
に
は
大
小
の
い
く
つ
も
の
墓
石
や
記
念
碑
が
建
っ
て
い

る
。
集
落
誌
と
し
て
は
こ
れ
ら
を
ひ
と
つ
も
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
こ

こ
で
は
紙
幅
も
足
り
な
い
の
で
、
集
落
形
成
に
関
す
る
二
つ
の
石
碑
（
共
有
地
分
配
碑
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と
大
火
記
念
碑
）
を
取
り
あ
げ
る
。

塩
釜
社
殿
横
に
共
有
地
分
配
碑
が

建
っ
て
い
る
（
図
3
）。
建
立
は
昭

和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
十
一
月
十

五
日
と
あ
る
。『
種
子
島
碑
文
集
』

第
一
集
（
三
九
頁
）
に
翻
刻
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
次
に
掲
げ

る
。
四
つ
の
段
落
に
分
け
て
示
す
。

文
中
二
箇
所
の
括
弧
は
鮫
島
が
挿
入

し
た
も
の
。
明
ら
か
な
誤
記
は
訂
正

し
た
。

共
有
地
分
配
碑
　

（
Ａ
）
今
よ
り
三
百
年
前
、
享
保
十

二
年
、
領
主
種
子
島
氏
、
製
塩
業
経

営
に
当
り
、
全
島
二
十
四
ヶ
所
中
、
当
部
落
に
も
設
営
せ
ら
る
。
即
ち
鎌
倉
嘉
太
郎
外

十
八
名
、
上
下
両
所
に
大
塩
屋
を
設
立
し
、
年
貢
塩
百
俵
を
納
付
し
た
る
余
分
を
以
て

生
活
の
資
に
充
て
、
製
塩
料
と
し
て
百
三
十
四
町
三
反
五
畝
八
歩
の
土
地
を
付
与
し
、

其
の
大
部
を
放
牧
地
と
な
す
。

（
Ｂ
）
然
る
に
廃
藩
置
県
後
は
斯
道
衰
退
し
、
明
治
十
九
年
、
終
に
全
廃
帰
農
す
。
爾

来
塩
屋
牧
は
部
落
共
有
と
な
り
し
が
、
明
治
十
二
年
（
二
十
二
年
か
）
地
租
改
正
に
際

し
、
約
壱
百
余
町
歩
を
官
有
に
編
入
さ
れ
し
を
以
て
、
之
が
払
下
げ
を
懇
望
す
る
こ
と

久
し
。

（
Ｃ
）
偶
々
明
治
三
十
六
年
、
西
之
表
羽
生
主
右
衛
門
氏
の
尽
力
に
依
り
、
遂
に
無
料

払
下
げ
を
得
た
り
。
尚
大
正
六
年
、
永
浜
太
左
衛
門
氏
の
努
力
に
依
り
、
字
吹
挙
浜
及

び
浜
崎
山
の
二
ヶ
所
に
三
拾
五
町
歩
官
有
地
を
払
下
げ
、
之
を
合
併
し
、
総
面
積
、
実

に
壱
百
六
拾
九
町
参
反
五
畝
八
歩
に
及
べ
り
。

（
Ｄ
）
当
部
落
は
斯
か
る
広
大
な
る
土
地
を
擁
し
、
多
年
恩
恵
を
受
け
た
る
も
、
時
勢

の
推
運
に
伴
ひ
、
部
落
の
向
上
進
展
（
を
希
ひ
）
経
済
的
に
更
生
せ
ん
が
為
、
之
を
各

戸
に
分
配
し
、
時
代
に
適
応
セ
ル
施
設
経
営
を
図
ら
ん
と
し
、
協
定
の
上
、
昭
和
三
年
、

字
池
之
本
九
町
歩
、
他
一
筆
を
神
社
領
と
な
し
、
残
部
を
各
共
有
者
に
分
割
配
当
し
た

り
。
以
上
概
要
を
記
し
て
、
茲
に
碑
を
建
て
て
以
て
後
世
に
記
念
す
。

�

昭
和
拾
壱
年
拾
壱
月
拾
五
日　

阿
高
磯
小
組
合
一
同

Ａ
は
阿
高
磯
の
成
立
を
述
べ
て
い
る
。
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
種
子
島
家
（
種

子
島
政
府
）
に
よ
っ
て
集
落
が
設
置
さ
れ
た
と
す
る
の
は
、
塩
屋
集
落
と
し
て
管
轄
下

に
は
い
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
具
体
的
に
塩
百
俵
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
、
百

三
十
四
町
歩
余
り
の
広
大
な
山
林
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
製
塩
に
は
大
量
の
燃
料
（
薪
）

と
馬
（
運
搬
用
）
が
必
需
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
に
も
塩
焚
き
を
し
、
供
出

も
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
頃
、
制
度
的
に
確
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
の
『
懐
中
島
記
』
に
は
全
島
二
十
の
塩
屋
が
記
さ
れ
、
一
ヶ
所
に
上
下

と
記
し
て
い
る
も
の
も
別
々
に
数
え
る
と
二
十
三
に
な
る
。
こ
の
中
に
阿
高
磯
が
出
て

い
る

（
（

（
注

。
『
種
子
島
家
譜
』
に
は
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
に
該
当
記
事
は
な
い
が
、
六
代

時
充
の
時
（
南
北
朝
期
）
に
「
始
め
て
塩
釜
を
建
つ
」
と
あ
っ
て
場
所
名
を
複
数
挙
げ

て
い
る

（
（

（
注

。
古
く
か
ら
素
朴
な
製
塩
は
全
島
各
地
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

南
北
朝
期
に
種
子
島
氏
の
島
内
支
配
が
確
立
し
て
行
く
中
で
塩
屋
設
置
を
推
進
し
、
島

外
の
技
術
者
も
呼
ん
で
製
塩
事
業
の
整
備
が
は
か
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
西

之
表
市
百
年
史
』
に
記
さ
れ
た
「
貝
太
郎
兄
弟
三
人
（
ま
た
は
二
人
）
が
来
島
し
、
鎌

倉
流
製
塩
法
を
伝
え
た
」
と
い
う
民
間
伝
承
は
、
背
景
に
そ
う
し
た
経
緯
が
あ
っ
た
こ

と
を
物
語
る
。

現
在
の
阿
高
磯
で
は
、
住
吉
（
西
之
表
市
）
か
ら
三
人
が
や
っ
て
き
て
、
上
・
中
・

下
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
で
塩
焚
き
を
始
め
、
の
ち
の
阿
高
磯
の
三
つ
の
組
（
カ
ミ
ノ

ヤ
ウ
チ
・
ナ
カ
ノ
ヤ
ウ
チ
・
シ
モ
ノ
ヤ
ウ
チ
）
の
祖
と
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
現
在

に
な
っ
て
も
古
い
集
落
民
が
ど
の
ヤ
ウ
チ
に
属
す
る
か
は
わ
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
三

つ
の
ヤ
ウ
チ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
コ
ヤ
シ
ロ
と
い
う
小
祠
が
あ
り
、
ヤ
ウ
チ
内
で
一
年
ず
つ

図3　阿高磯の共有地分配碑（2022年3月13日撮影）
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順
番
に
交
代
し
て
自
宅
で
祀
っ
て
い
た
が
、
今
は
三
つ
を
ひ
と
つ
に
し
て
塩
釜
神
社
に

収
め
て
い
る
。

石
碑
に
記
さ
れ
る
鎌
倉
嘉
太
郎
と
い
う
人
物
名
は
、
前
述
の
貝
太
郎
兄
弟
が
鎌
倉
の

新
製
法
を
伝
え
た
と
い
う
民
間
伝
承
の
二
つ
の
要
素
（
鎌
倉
と
人
名
）
が
ひ
と
つ
の
名

前
の
中
に
合
体
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
十
八
名
と
い
う
人
数
に
は
実
際
に
十
八
人
が
来

た
と
い
う
よ
り
、
数
字
と
し
て
別
の
意
味
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

廃
藩
置
県
直
前
の
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
の
「
種
子
島
各
村
身
分
別
人
口
表
」（
下

野
一
九
六
八
ｃ
）
に
よ
る
と
、
阿
高
磯
塩
屋
五
十
七
人
と
あ
る
。
塩
屋
従
事
者
以
外
は

い
な
い
と
見
て
よ
い
。
幼
児
や
隠
居
老
人
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
下
野
は
推
察
し
て
い

る
。
す
る
と
幕
末
か
ら
明
治
初
め
に
か
け
て
全
住
民
は
百
人
近
く
だ
っ
た
ろ
う
か
。

Ｂ
で
は
そ
の
後
、
製
塩
が
急
速
に
衰
退
し
農
業
へ
と
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
地
租
改
正
に
よ
っ
て
マ
キ
は
官
有
地
と
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
の
で
、
畑
作

し
よ
う
に
も
土
地
が
な
い
。
北
側
谷
間
の
阿
高
磯
川
・
東
の
川
の
合
流
地
点
付
近
の
狭

い
低
地
の
開
田
事
業
は
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
。

マ
キ
の
取
り
戻
し
（
払
い
下
げ
）
運
動
は
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
に
よ
う
や

く
実
現
す
る
。
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
の
地
租
改
正
終
了
か
ら
二
十
年
経
過
し
て

い
る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
は
さ
ら
に
三
十
五
町
歩
が
払
い
下
げ
ら
れ
、
合
計

百
六
十
九
町
歩
余
の
広
大
な
山
林
原
野
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
三
年
（
一

九
二
八
）、
神
社
地
な
ど
を
除
い
て
す
べ
て
の
共
有
地
を
各
戸
に
分
配
し
た
。
こ
れ
を

長
く
記
憶
す
る
た
め
に
こ
の
碑
を
建
て
る
と
、
Ｄ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

中
種
子
町
内
で
は
阿
高
磯
は
営
農
意
欲
の
盛
ん
な
集
落
と
し
て
以
前
か
ら
知
ら
れ
る

が
、
そ
の
背
景
に
は
こ
の
時
以
来
、
農
家
一
戸
あ
た
り
の
農
地
面
積
が
広
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
で
あ
ろ
う
。

六
　
阿
高
磯
の
大
火
と
集
落
移
転

阿
高
磯
集
落
は
純
然
た
る
農
村
集
落
だ
が
人
家
が
密
集
し
て
い
る
。
種
子
島
の
集
落

形
態
は
中
心
街
や
漁
村
を
除
け
ば
、
た
い
て
い
は
散
村
的
に
人
家
が
散
ら
ば
っ
て
い

る
。
密
集
は
き
わ
め
て
珍
し
い
形
態
で
あ
る
。
実
は
阿
高
磯
は
、
大
火
に
よ
っ
て
旧
地

か
ら
こ
こ
へ
集
落
ま
る
ご
と
移
転
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

地
元
の
語
り
部
で
あ
る
長
浜
一
春
氏
（
昭
和
二
十
三
年
生
）
に
よ
る
と
、
も
と
も
と

海
岸
沿
い
に
あ
っ
た
が
、
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
と
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

の
二
度
、
大
火
に
見
舞
わ
れ
た
。
一
度
目
の
明
治
二
十
五
年
は
十
二
月
の
西
風
に
乗
っ

て
集
落
の
大
半
が
焼
け
、
二
度
目
の
明
治
二
十
八
年
は
三
月
の
東
風
に
乗
っ
て
南
の
一

部
を
残
し
て
大
半
が
焼
け
た
。
出
火
原
因
は
不
明
だ
が
、
二
度
目
は
タ
バ
コ
の
火
だ
っ

た
か
。
当
時
は
タ
バ
コ
は
す
べ
て
キ
セ
ル
だ
っ
た
の
で
、
キ
セ
ル
の
捨
て
火
か
ら
火
事

と
な
っ
た
よ
う
だ
。

二
度
目
の
大
火
の
あ
と
集
落
全
体
と
し
て
今
の
場
所
へ
の
移
動
を
決
断
、
そ
し
て
移

動
し
た
。
何
戸
か
は
別
の
集
落
へ
移
住
す
る
者
も
あ
っ
た
。
現
在
地
は
台
地
上
の
作
場

（
耕
作
地
）
だ
っ
た
と
こ
ろ
。
各
戸
の
屋
敷
地
の
広
さ
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
屋
地
を

割
り
振
っ
た
。
し
た
が
っ
て
故
地
時
代
か
ら
今
と
同
じ
よ
う
な
密
集
だ
っ
た
わ
け
で
あ

る
。こ

う
し
た
事
情
を
誌
し
た

『
阿
高
磯
小
組
合
沿
革
史
』
と

い
う
手
書
き
書
類

（
（

（
注

が
あ
り
、
こ

の
中
に
右
の
二
度
の
大
火
の
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部

分
を
抜
き
出
し
て
刻
ん
だ
石

（
大
火
百
年
記
念
碑
）
が
神
社

下
に
立
っ
て
い
る
（
図
4
）。

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
の
火

災
百
年
の
記
念
祭
に
建
て
ら
れ

た
。
石
塔
を
中
心
に
、
向
か
っ

て
右
に
前
述
『
阿
高
磯
小
組
合

沿
革
史
』
か
ら
の
引
用
、
左
に

大
火
の
様
子
が
し
る
さ
れ
て
い

図4　阿高磯大火百年記念碑（2021年4月27日撮影）
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る
。
石
塔
碑
文
を
左
記
に
転
記
す
る
。

（
向
か
っ
て
右
）
沿
革
史

「
明
治
二
十
八
年
三
月
二
十
日
午
後
三
時
出
火
ス　

出
火
元
は
永
濱
嘉
平
太
宅
ト
馬

小
屋
ノ
間
ヨ
リ　

起
ル
風
ハ
東
風
ニ
シ
テ
時
折
リ
悪
ク
モ
人
皆
農
ニ
出
デ
不
在
ナ
リ
シ　

故
ニ
風
下
ニ
ナ
リ
シ
家
ノ
如
キ
ハ
家
財
道
具
ニ
至
ル
迄
皆
一
物
モ
出
ス
事
能
ズ
戸
ヲ
閉

ヂ
乍
ラ
焼
失
シ
タ
リ
類
焼
家
ハ
九
軒
ニ
シ
テ
馬
屋
倉
ノ
如
キ
ヲ
合
セ
テ
数
十
軒
ニ
及
ビ

タ
リ　

而
シ
テ
目
下
米
甘
藷
等
収
納
ノ
時
ニ
テ
取
入
ノ
マ
マ
焼
付
シ　

為
ニ
糊
口
ニ
苦

シ
ミ　

漸
ク
ニ
シ
テ
世
人
ノ
御
陰
ニ
テ
小
屋
掛
ヲ
得
テ
天
露
ヲ
防
ギ
糊
口
ヲ
授
ゲ
ヲ
得

タ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
時
は
一
〇
〇
年
前
の
出
来
事
で
あ
る
。

（
中
央
）

阿
高
磯
自
治
公
民
館

大
火
百
年
記
念
碑

　
　
　

平
成
七
年
（
一
九
九
五
年
）
三
月
二
十
日　

建
立

（
向
か
っ
て
左
）
建
立
碑
文

明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
年
）
十
二
月
六
日
夜
半
の
大
火
で
本
宅
十
八
軒
、
隠
居
、

馬
屋
、
倉
等
数
十
軒
を
焼
失
し
て
後
、
三
年
後
の
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
年
）
三

月
二
十
日
の
大
火
で
本
宅
九
軒
を
含
め
再
度
数
十
軒
を
焼
失
す
る
に
至
っ
た
。
以
後
、

百
年
を
数
え
る
な
か
、
寺
、
砂
糖
小
屋
、
一
般
家
屋
等
一
集
落
に
し
て
は
幾
多
の
火
災

に
見
舞
わ
れ
て
き
た
。
当
集
落
民
一
同
は
先
の
大
火
に
発
し
火
の
神
を
崇
め
、
行
く
末

に
安
堵
を
祈
願
し
、
こ
こ
に
大
火
百
年
の
記
念
祭
を
催
す
も
の
で
あ
る
。

�

阿
高
磯
自
治
公
民
館
長　

 

永
濱
義
則

�

大
火
記
念
祭
実
行
委
員
長 

永
濱
睦
嘉

中
種
子
町
の
西
海
岸
は
竹
之
川
か
ら
屋
久
津
ま
で
、
お
よ
そ
十
二
キ
ロ
以
上
の
ほ
ぼ

ま
っ
す
ぐ
な
白
砂
の
海
岸
で
あ
る
。
長
浜
と
い
う
。
中
種
子
町
・
南
種
子
町
の
人
々
は

陸
路
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
北
へ
行
く
に
は
こ
こ
を
通
っ
た
と
い
う
。

阿
高
磯
の
も
と
の
集
落
は
、
現
在
の
集
落
の
公
民
館
あ
た
り
か
ら
二
百
五
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
北
西
、
長
浜
の
砂
防
丘
と
山
手
の
台
地
と
の
間
に
挟
ま
れ
、
海
岸
よ
り
少
し
高

く
な
っ
た
わ
ず
か
ば
か
り
の
平
地
に
あ
っ
た
。
東
の
川
が
阿
高
磯
川
と
合
流
す
る
あ
た

り
か
ら
南
西
へ
向
か
っ
て
細
長
い
道
路
が
あ
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
人
家
が
建
ち
並
ん
で

い
た
。
現
在
は
全
体
が
完
全
に
砂
に
埋
も
れ
、
北
東
部
は
川
沿
い
の
低
地
に
な
っ
て
い

る
。
南
西
部
は
雑
木
と
竹
の
藪
に
な
っ
て
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
現
集
落
か
ら

海
岸
へ
降
り
る
樹
木
の
中
の
小
道
の
出
口
に
海
の
家
が
建
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
も
と
の

集
落
の
南
西
の
端
に
近
い
と
こ
ろ
に
当
た
る
。

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
か
ら
全
国
で
地
籍
調
査
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。
三

十
年
ほ
ど
前
、
集
落
民
が
寄
っ
て
集
落
跡
を
確
認
し
、
も
と
の
屋
敷
配
置
を
地
図
に
書

き
込
む
作
業
を
し
、
住
ん
で
い
た
人
の
名
前
を
確
認
し
た
。
ほ
ぼ
六
十
戸
。
番
地
は
四

千
二
百
番
代
が
ふ
ら
れ
て
い
る
。

寺
（
当
時
は
定

じ
ょ
う

田で
ん

寺
）
は
集
落
か
ら
少
し
離
れ
た
北
に
あ
り
、
そ
の
背
後
に
砂
防
の

小
山
が
あ
っ
た
。
寺
の
あ
っ
た
場
所
は
も
と
の
位
置
か
ら
五
、
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
高
く

な
っ
て
お
り
、
今
は
砂
の
中
に
完
全
に
埋
没
し
て
い
る
。
寺
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
宝
物
や

書
類
が
あ
っ
た
が
、
二
度
の
大
火
で
焼
け
て
し
ま
っ
た
。
塩
釜
神
社
は
ほ
ぼ
中
程
に

あ
っ
た
。
神
社
の
あ
っ
た
付
近
の
海
岸
側
の
砂
の
土
手
か
ら
は
今
で
も
、
塩
焚
き
に

よ
っ
て
で
き
た
墨
片
が
出
る
。

令
和
三
年
（
二
〇
二
一
）
十
一
月
二
十
九
日
、
考
古
学
の
新
東
晃
一
氏
、
入
会
制
度

を
研
究
す
る
牧
洋
一
氏
、
中
種
子
町
教
育
委
員
会
職
員
野
平
裕
樹
氏
と
私
の
四
人
で
現

地
を
訪
れ
、
地
元
の
語
り
部
永
浜
一
春
氏
に
案
内
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
集
落
周
辺
の

拝
所
や
古
跡
を
確
認
し
、
砂
に
埋
も
れ
た
故
地
の
屋
敷
跡
の
一
部
で
も
確
認
し
た
い
と

の
目
的
だ
っ
た
が
、
故
地
は
前
述
し
た
よ
う
に
完
全
に
埋
ま
っ
て
い
る
（
図
5
・
図

6
）。次

掲
の
集
落
図
（
図
7
）
は
教
育
委
員
会
の
野
平
氏
が
作
成
し
た
集
落
人
家
配
置
図

に
、
今
後
の
集
落
誌
作
成
の
準
備
の
た
め
に
、
か
つ
て
の
拝
所
な
ど
を
記
入
し
た
も
の

で
あ
る
。
左
の
海
岸
近
く
に
囲
っ
た
部
分
が
古
い
集
落
跡
で
あ
る
。
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最
後
に
、
本
稿
作
成
の
た
め
に
お
世
話
に
な
っ
た
阿
高
磯
在
住
の
長
浜
一
春
氏
に
謝

意
を
表
し
た
い
。
長
浜
氏
は
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
生
ま
れ
。
戦
後
の
農
業
と

農
村
の
あ
り
方
を
見
続
け
、
集
落
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
近
年
の
集
落
行
事
の
衰
退
を
身

を
も
っ
て
体
験
し
て
き
た
人
で
あ
る
。
地
元
に
在
住
し
な
が
ら
国
や
県
の
施
策
に
対
し

て
向
け
る
的
確
な
視
点
に
は
、
部
外
者
で
あ
る
私
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

阿
高
磯
集
落
の
語
り
部
と
し
て
伝
承
の
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
る
方
で
あ
る
。

注（
1
）　

現
在
は
通
常
「
田
島
」
と
い
う
場
合
は
田
島
集
落
の
こ
と
を
指
す
。
番
地
は
田
島
集
落
か
ら
輪
之
尾

集
落
・
阿
高
磯
集
落
ま
で
田
島
何
番
が
付
い
て
い
る
。

（
2
）　
『
懐
中
島
記
』
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
成
立
の
種
子
島
家
家
老
上
妻
隆
直
の
手
に
な
る
種
子
島

の
ポ
ケ
ッ
ト
便
覧
で
あ
る
。
全
島
十
八
ヶ
村
の
概
略
が
記
さ
れ
、
海
の
な
い
古
田
村
と
上
里
村
を
除

く
す
べ
て
の
村
に
塩
屋
が
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
複
数
の
塩
屋
を
持
つ
村
も
あ
る
。
西
之
表

市
立
図
書
館
か
ら
覆
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　
『
種
子
島
家
譜
』
は
『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
拾
遺
家
わ
け
四
』
と
し
て
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
黎
明
館
よ
り
翻
刻
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）　

昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）、
阿
高
磯
の
当
時
の
長
老
永
浜
太
左
衛
門
が
記
憶
や
伝
承
を
書
き
留

め
た
『
阿
高
磯
小
組
合
沿
革
史
』
と
い
う
手
書
き
書
類
を
綴
じ
た
三
冊
か
ら
な
る
冊
子
が
あ
っ
た
が
、

二
冊
は
紛
失
し
、
一
冊
目
の
み
残
り
、
現
在
は
中
種
子
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

現
在
教
育
委
員
会
職
員
が
翻
刻
作
業
中
で
あ
る
。
作
業
終
了
後
に
再
度
、
こ
れ
に
つ
い
て
報
告
す
る

予
定
で
あ
る
。

文
献

植
村
雄
太
朗
（
二
〇
〇
一
）、『
種
子
島
方
言
辞
典
』、
武
蔵
野
書
院
。

江
口
清
厚
（
一
九
五
三
）、「
地
租
改
正
当
時
の
数
え
歌
」、『
ち
く
ら
』
六
号
。

江
口
清
厚
（
一
九
五
二
）、「
地
所
論
に
関
す
る
資
料
」、『
ち
く
ら
』
四
号
。

鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
編
（
一
九
九
四
）、「
種
子
島
家
譜
」、『
鹿
児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
拾

遺
家
わ
け
四
』、
鹿
児
島
県
。

熊
毛
郡
教
育
会
（
一
九
三
五
）、『
熊
毛
地
誌
』、
西
之
表
町
・
熊
毛
郡
教
育
会
。　

熊
毛
文
学
会
（
一
九
五
二
）、『
熊
毛
文
学
』
一
八
号
。　

上
妻
隆
直
編
（
一
六
八
九
）、『
懐
中
島
記
』。

下
野
敏
見
（
一
九
六
八
ａ
）、「
現
和
の
土
地
争
議
に
つ
い
て
」、『
南
島
民
俗
』、
二
号
。

下
野
敏
見
（
一
九
六
八
ｂ
）、「
種
子
島
各
村
身
分
別
人
口
表
」、『
種
子
島
民
俗
』、
一
八
号
。

下
野
敏
見
（
一
九
六
八
ｃ
）、「
地
所
論
史
料
」、『
南
島
民
俗
』、
二
号
。

下
野
敏
見
（
一
九
六
六
）、「
百
姓
ド
ン
チ
騒
動
記
」、『
源
三
郎
』、
一
三
号
。

下
野
敏
見
・
鮫
島
宗
美
共
編
（
一
九
六
五
）、『
種
子
島
碑
文
集
』
第
一
集
、
熊
毛
文
学
会
。

中
種
子
村
（
一
九
二
三
）、『
中
種
子
村
郷
土
誌
』。　

中
種
子
町
（
一
九
七
一
）、『
中
種
子
町
郷
土
誌
』、
中
種
子
町
。

中
種
子
町
役
場
企
画
課
（
二
〇
二
〇
）、『
統
計
な
か
た
ね　

令
和
二
年
度
（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）』、
鹿
児
島
県
熊
毛

郡
中
種
子
町
。

中
村
義
彦
（
ほ
か
）
編
（
一
九
七
四
）、『
茎
永
郷
土
誌
』、
南
種
子
町
茎
永
公
民
館
。

永
浜
太
左
衛
門
（
一
九
五
一
）、『
阿
高
磯
小
組
合
沿
革
史
』。

南
界
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
・
中
種
子
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
（
一
九
八
九
）、『
南
界
郷
土
誌
』、
中
種
子
町

立
歴
史
民
俗
資
料
館
。

西
之
表
市
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
七
一
）、『
西
之
表
市
百
年
史
』、
西
之
表
市
。　

原
口
虎
雄
（
一
九
七
三
）、『
鹿
児
島
県
の
歴
史
』、
山
川
出
版
社
。

南
種
子
町
郷
土
誌
編
纂
委
員
会
編
（
一
九
八
七
）、『
南
種
子
町
郷
土
誌
』、
南
種
子
町
。

南
日
本
新
聞
社
鹿
児
島
大
百
科
事
典
編
纂
室
編
（
一
九
八
一
）、『
鹿
児
島
大
百
科
事
典
』、
南
日
本
新
聞
社
。

榕
城
尋
常
高
等
小
学
校
（
一
九
二
九
）、『
種
子
島
郷
土
誌
』。

図5　阿高磯の古い集落跡の上から北方向を見る。
2021年11月29日撮影。

図6　阿高磯の集落跡から東の現集落方向を見る。
2021年11月29日撮影。
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図7　阿高磯集落図（野平裕樹氏作成の原図に加筆した）


